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南
ア
ル
プ
ス
市
（
旧
若
草
町
）
加
賀
美
地
区
の
瓦

づ
く
り
の
起
源
は
、
約

3
0
0

年
前
か
ら
と
い
わ
れ

て
お
り
、
江
戸
時
代
、
享
保
年
間
に
三
河
（
現
在
の

愛
知
県
）
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
製
造
技
術
に
よ
り

発
展
し
ま
し
た
。
幕
末
の
甲
府
城
修
築
の
際
に
は
、「
瓦

御
用
」
を
つ
と
め
る
な
ど
古
い
歴
史
と
伝
統
を
も
ち

ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
御
勅
使
川
扇
状
地
の
先
端
で
、
粒

子
の
細
か
い
粘
土
層
が
露
出
し
て
い
た
こ
と
、
良
質

な
水
が
容
易
に
得
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
瓦
づ
く

り
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
36
年
の
中
央
線
開

通
以
降
、
こ
の
地
域
の
瓦
は
東
京
・
横
浜
な
ど
県
外

ま
で
販
路
を
拡
大
し
、
終
戦
後
、
最
盛
期
の
昭
和
25

年
頃
に
は
瓦
づ
く
り
を
行
う
家
は
三
十
数
軒
に
及
び
、
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粘
土
を
針
金
で
長
方
形
に
切
り
重
ね
て
い
く
。

か
け
や
ぶ
り　

板
荒
地
を
貼
り
合
わ
せ
る
た
め
、
か
け
や
ぶ
り
（
か

き
や
ぶ
り
）
で
接
地
す
る
。
た
た
き
を
使
い
、
平
ら

に
し
て
鬼
瓦
の
土
台
を
つ
く
る
。

鬼
面
制
作　

粘
土
を
盛
り
、
鬼
面
部
分
を
成
形
。
口
、
目
、
ハ
ナ
、

ツ
ノ
等
を
つ
け
る
。
粘
土
を
盛
っ
た
り
削
っ
た
り
し

な
が
ら
顔
を
整
え
、
ヘ
ラ
で
細
部
を
仕
上
げ
て
い
く
。

磨
き　

あ
る
程
度
の
硬
さ
に
な
っ
た
ら
、
金
ベ
ラ
で
表
面
を

磨
く
。
目
を
開
け
て
形
状
が
完
成
。

乾
燥　

2
〜
3
日
後
に
、
天
日
に
干
し
十
分
乾
燥
さ
せ
る
。

焼
成　

窯
に
詰
め
約

1
1
0
0
℃
以
上
の
高
温
で
焼
成
す
る
。

燻
化　

焼
成
し
た
瓦
を
燻
す
。
窯
か
ら
出
し
ス
ス
を
は
ら
う

と
美
し
い
燻
し
銀
の
瓦
が
完
成
す
る
。

品
質
、
生
産
量
と
と
も
に
県
内
随
一
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
通
手
段
の
発
達
、
後
継

者
不
足
、
良
質
の
粘
土
の
不
足
な
ど
に
よ
り
徐
々
に

衰
退
し
、
昭
和
62
年
に
は
地
区
で
最
後
の
瓦
製
造
業

者
が
廃
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
、
約

3
0
0

年
の
歴
史
と
伝
統
技
術

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
目
的
で
、
若
草
町
商
工
会
が

中
心
と
な
り
今
ま
で
の
伝
統
技
術
を
使
っ
た
甲
州
鬼

面
瓦
を
開
発
、
平
成
5
年
に
は
後
継
者
養
成
の
た
め

「
甲
州
鬼
面
瓦
制
作
工
房
」
を
開
設
。
平
成
10
年
に
は

「
若
草
瓦
会
館
」
が
設
立
さ
れ
、
以
降
現
在
に
至
る
ま

で
、
瓦
の
歴
史
や
鬼
面
瓦
の
展
示
、
体
験
工
房
の
運

営
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

土
練
り　

瓦
用
の
粘
土
を
手
と
足
で
練
る
。

あ
ら
じ
取
り　

造
る
鬼
瓦
に
合
わ
せ
て
板
荒
地
（
粘
土
板
）
を
型
取
る
。
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■産地連絡先

若草瓦会館（若草まちおこし協同組合）

〒 400-0335　山梨県南アルプス市加賀美 2605-5

TEL：055-283-5870　FAX：055-283-5871

　

一
度
は
産
業
と
し
て
途
絶
え
て
い
た
鬼
瓦
を
工
芸

品
と
し
て
復
興
す
る
に
あ
た
り
、
身
延
山
大
学
教
授

で
彫
刻
家
の
柳
本
伊
左
雄
氏
の
原
型
を
も
と
に
鬼
面

瓦
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
鬼
瓦
の
職
人
「
鬼

師
」
と
し
て
若
草
瓦
会
館
の
館
長
を
務
め
る
永
利
郁

乃
さ
ん
は
、
身
延
山
大
学
で
仏
像
の
制
作
や
修
復
を

学
ん
だ
後
、
若
草
瓦
会
館
に
入
り
、
鬼
師
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
も
、
身
延
山
大
学
の
仏
像
制
作
修
復
室

で
の
仕
事
と
兼
任
で
館
長
を
努
め
て
い
ま
す
。
会
館

で
は
、
鬼
瓦
の
制
作
や
体
験
工
房
の
運
営
だ
け
で
な

く
、
甲
府
城
の
稲
荷
櫓
の
鯱
瓦
（
し
ゃ
ち
ほ
こ
か
わ

ら
）
の
再
現
や
、
道
の
駅
・
富
士
川
の
展
望
台
に
設

置
さ
れ
て
い
る
、
旧
舂
米
学
校
の
屋
根
に
あ
っ
た
鯱

瓦
の
復
元
等
、
歴
史
的
な
瓦
の
再
現
制
作
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
２
月
10
日
・
11
日
に

開
催
さ
れ
、
甲
府
盆
地
に
春
を
告
げ
る
祭
り
と
し
て

4
0
0

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
「
十
日
市
」
に
あ
わ

せ
て
、
「
瓦
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
開
催
や
、
「
甲
州

十
日
市
だ
る
ま
」
「
犬
張
子
」
等
の
縁
起
物
を
企
画
製

作
す
る
な
ど
、
地
域
の
人
々
と
伝
統
文
化
を
つ
な
ぐ

取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
草
瓦
会
館
は
、
瓦

産
地
の
伝
統
文
化
を
、
地
域
内
外
の
人
々
が
身
近
に

体
感
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
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山
梨
の
和
紙
の
歴
史
が
記
述
に
残
る
最
初
の
も
の

は
奈
良
時
代
、
図
書
寮
解 

「
諸
国
未
進
紙
並
筆
紙
麻

等
事
」
の
一
覧
に
、
甲
斐
国
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
川
の
紙
漉
き
に
つ
い
て
は
、
市
川
大
門
の
南
に
あ
っ

た
平
塩
寺
の
旧
記
に
、
延
応
二
年
（
１
２
４
０
年
）

に
は
多
く
の
漉
家
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
頃
に
は
紙
漉
き
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
武
田
氏
の
時
代
に
は
、
美
人
の
肌
の

よ
う
に
美
し
い
と
の
例
え
か
ら
「
肌
吉
紙
」
と
呼
ば
れ
、

徳
川
氏
の
時
代
に
は
御
用
紙
と
し
て
献
上
、
こ
の
紙

を
漉
く
人
た
ち
は
「
肌
吉
衆
」
と
呼
ば
れ
諸
役
免
除

な
ど
が
与
え
ら
れ
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
川
の
和
紙
は
近
代
化
の
波
と
と
も
に
機

械
に
よ
る
製
紙
産
業
へ
と
発
展
し
、
障
子
紙
で
は
全
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国
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
産
地
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　　

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
次
第
に
手
漉
き
和
紙

を
手
掛
け
る
企
業
は
減
少
し
、
現
在
は
豊
川
秀
雄
さ

ん
が
こ
の
地
で
唯
一
の
手
漉
和
紙
職
人
で
す
。
豊
川

さ
ん
は
、
20
歳
で
和
紙
職
人
と
な
り
、
50
年
以
上
、「
や

ま
な
し
の
名
工
」
や
「
町
の
無
形
文
化
財
」
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
豊
川
さ
ん
の
お
父
さ
ん
の
時
代
に

は
、
2
5
0

軒
ほ
ど
あ
っ
た
と
い
う
手
漉
和
紙
の
伝

統
を
守
る
た
め
、
日
々
和
紙
を
漉
き
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

市
川
手
漉
和
紙
は
、
原
料
に
楮
と
三
椏
を
主
に
使

用
し
ま
す
。
豊
川
さ
ん
は
、
そ
こ
に
山
梨
の
ぶ
ど
う

の
蔓
の
繊
維
を
漉
き
込
ん
だ
ぶ
ど
う
和
紙
や
、
地
元

の
特
産
品
で
あ
る
と
う
も
ろ
こ
し
や
大
塚
に
ん
じ
ん

を
漉
き
込
ん
だ
和
紙
な
ど
、
手
漉
き
な
ら
で
は
の
新

し
い
紙
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
地
元
の
小
学
校
・
中
学
校
で
、
卒
業
証
書
を
子

供
た
ち
が
漉
く
体
験
に
協
力
し
、
地
元
の
和
紙
文
化

を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
ま
す
。

 

煮
熟
（
し
ゃ
じ
ゅ
く
） 

紙
の
原
料
の
楮
や
三
椏
な
ど
を
薬
品
と
一
緒
に
平
釜

で
煮
て
、
不
要
な
非
繊
維
質
を
溶
解
し
、
紙
を
作
る

の
に
必
要
な
繊
維
を
取
り
出
す

洗
浄
ー
漂
白
ー
洗
浄

チ
リ
取
り

手
で
表
皮
や
不
要
物
を
除
去
す
る

叩
解
・
分
散 

強
靱
な
和
紙
を
作
る
た
め
に
、
ビ
ー
タ
ー
で
繊
維
を

ほ
ぐ
す

原
材
料
配
合
　

紙
漉
き 

漉
き
ぶ
ね
の
中
へ
ほ
ぐ
し
た
繊
維
と
「
ね
り
」
を
入
れ
、

よ
く
か
き
混
ぜ
て
簀
桁
（
す
げ
た
）
を
用
い
て
紙
を

漉
き
上
げ
る

湿
床
付
け　

搾
水 

プ
レ
ス
機
で
水
を
し
ぼ
る　

乾
燥

乾
燥
機
に
貼
り
付
け
て
乾
燥
す
る
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■生産者

豊川秀雄

〒 409-3601　山梨県西八代郡市川三郷町市川大門 1362-2

TEL/FAX：055-272-0075

市川手漉き和紙　夢工房

〒 409-3601　山梨県西八代郡市川三郷町市川大門 1725

TEL/FAX：055-272-5137

　

市
川
大
門
の
手
漉
和
紙
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
取
組
と

し
て
、
平
成
28
年
度
か
ら
町
、
商
工
会
、
和
紙
組
合

で
後
継
者
育
成
の
取
組
が
進
め
ら
れ
、
令
和
2
年
3

月
に
「
市
川
手
漉
き
和
紙　

夢
工
房
」
が
完
成
し
ま

し
た
。
現
在
、
2
名
の
後
継
者
が
、
豊
川
さ
ん
に
紙

漉
き
の
技
術
を
教
わ
り
な
が
ら
、
こ
の
夢
工
房
で
も

技
術
習
得
の
た
め
に
経
験
を
重
ね
て
い
ま
す
。
工
房

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
活
用
し
て
、
よ
り
大
き
な
紙
を
漉
く
た
め
の

用
具
を
揃
え
る
等
、
市
川
の
手
漉
和
紙
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
後
継
者

の
技
術
習
得
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般

の
方
に
和
紙
づ
く
り
体
験
の
コ
ー
ス
も
準
備
し
、
は

が
き
や
名
刺
の
手
漉
き
体
験
か
ら
、
和
紙
を
使
っ
た

折
り
染
め
や
ラ
ン
プ
制
作
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
制
作
な

ど
、
新
し
い
手
漉
和
紙
と
の
出
会
い
も
提
供
で
き
る

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
夢
工
房
の
渡
辺
さ
ん
は
、

市
川
大
門
出
身
で
、
お
父
さ
ん
の
助
言
か
ら
手
漉
和

紙
職
人
を
志
し
、
京
都
の
伝
統
産
業
専
門
学
校
を
卒

業
後
、
町
の
職
員
と
し
て
夢
工
房
へ
採
用
と
な
り
ま

し
た
。
手
漉
き
の
技
術
を
磨
き
な
が
ら
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等
の
新
し
い
和
紙
の
可
能
性
に
も
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
新
し
い
担
い
手
に
よ
っ
て
、
手
漉
和
紙
の
伝

統
が
未
来
へ
と
つ
な
が
れ
て
い
ま
す
。
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今
か
ら
約
千
年
前
、
御
岳
昇
仙
峡
の
奥
地
金
峰
山

で
水
晶
の
原
石
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
、
甲
府
で
の

水
晶
細
工
の
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

1
8
3
4

年
（
天
保
5
年
）
頃
、
京
都
の
玉
屋
弥
助

と
い
う
人
物
が
、
水
晶
の
買
い
入
れ
の
た
め
に
甲
州

へ
出
張
し
、
何
度
か
訪
れ
る
度
に
水
晶
研
磨
の
技
法

を
伝
承
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
末
期
に

横
浜
港
が
開
港
す
る
と
水
晶
加
工
品
は
国
内
向
け
以

外
に
外
国
商
館
に
も
販
売
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
明
治

初
期
に
な
る
と
政
府
の
勧
業
政
策
も
あ
り
、
甲
府
の

勧
業
試
験
場
に
水
晶
加
工
場
が
設
け
ら
れ
、
加
工
道

具
な
ど
も
発
達
し
ま
し
た
。
明
治
中
期
に
な
る
と
こ

れ
ま
で
の
水
晶
玉
や
水
晶
の
置
物
に
加
え
、
ブ
ロ
ー

チ
用
の
水
晶
の
カ
ッ
ト
も
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
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え
る
。
か
つ
て
は
か
っ
こ
み
専
門
の
職
人
が
い
た
が
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど
が
切
断
機
で
行
わ
れ
る
。

粗
摺
り
・
中
摺
り
・
仕
上
げ
摺
り

平
面
研
磨
盤
を
使
っ
て
、
原
石
に
カ
ッ
ト
を
施
す
。

最
初
は
目
の
粗
い
砂
（
研
磨
材
）
で
形
を
整
え
る
。

段
階
的
に
、
よ
り
細
か
い
研
磨
材
に
変
え
て
仕
上
げ

て
い
く
。

木
砥
み
が
き

欅
（
け
や
き
）
の
回
転
盤
を
使
い
、
青
粉
（
酸
化
ク
ロ
ム
）

を
つ
け
て
磨
き
上
げ
る
。

和
初
期
に
は
、
研
磨
技
術
が
躍
進
を
遂
げ
、
パ
イ

プ
、
ブ
ロ
ー
チ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
な

ど
様
々
な
も
の
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
戦
時
下
で
一
時
装
飾
品
の
加
工
は
難
し
く
な
っ

た
も
の
の
、
研
磨
技
術
は
水
晶
発
振
子
、
レ
ン
ズ
な

ど
の
軍
需
産
業
に
転
換
さ
れ
て
残
り
、
戦
後
に
工
芸

と
し
て
復
活
を
遂
げ
ま
し
た
。
戦
後
は
高
度
経
済
成

長
に
伴
っ
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
が
目
覚
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
ま
す
。
宝
石
の
研
磨
技
術
は
、
国
内
最
大
の

宝
飾
産
地
「
山
梨
」 

の
発
展
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
原
石
か
ら
何
通
り
も
の
工
程
を
経
て
、

熟
練
し
た
職
人
の
手
に
よ
り
、
輝
き
あ
る
貴
宝
石
に

仕
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

宝
石
の
研
磨
加
工
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

表
面
に
角
度
の
違
う
多
数
の
平
面
（
フ
ァ
セ
ッ
ト
）

を
つ
く
り
、
宝
石
を
最
大
限
に
輝
か
せ
る
フ
ァ
セ
ッ

ト
・
カ
ッ
ト
と
、
ド
ー
ム
型
や
丸
型
な
ど
に
磨
き
上

げ
る
カ
ボ
シ
ョ
ン
・
カ
ッ
ト
の
ふ
た
つ
に
大
き
く
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

割
込
（
か
っ
こ
み
）
・
小
割

石
に
タ
ガ
ネ
を
当
て
、
小
鎚
で
た
た
い
て
欠
き
な
が

ら
、
ま
た
、
小
さ
い
物
は
や
っ
と
こ
で
割
り
形
を
整
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■産地組合

山梨県水晶宝飾協同組合

https://yja.or.jp

〒 400-0866　山梨県甲府市若松町 4-5

TEL：055-232-7571　FAX：055-232-8935

　

一
般
的
に
宝
石
を
研
磨
す
る
場
合
、
フ
ァ
セ
ッ
タ
ー

と
い
う
治
具
を
使
用
し
ま
す
。

　

今
回
工
程
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
清
水
幸
雄

さ
ん
は
、
山
梨
で
も
数
少
な
い
「
手
摺
り
」
と
呼
ば

れ
る
、
治
具
等
を
使
わ
ず
に
、
手
に
石
を
持
ち
指
先

の
感
覚
だ
け
で
、
正
確
な
カ
ッ
ト
面
を
作
り
出
す
、

熟
達
し
た
技
術
を
持
つ
研
磨
職
人
で
す
。

山
梨
県
甲
府
市
は
「
宝
石
の
街
」
と
し
て
知
ら

れ
、
現
在
も
宝
石
加
工
の
技
術
を
持
つ
工
房
が
数
多

く
集
積
し
て
い
ま
す
。
山
梨
で
は
、
毎
年
研
磨
宝

石
の
新
作
展
示
会
「
ジ
ェ
ム
ス
ト
ー
ン
フ
ェ
ア
in 

K
O
F
U
」
が
開
催
さ
れ
、
県
外
か
ら
も
多
く
の
バ

イ
ヤ
ー
が
集
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
鉱
物
ブ
ー

ム
や

S
N
S

に
よ
る
広
が
り
も
影
響
し
て
、
一
般
の

方
が
ル
ー
ス
を
求
め
る
人
気
も
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、

各
地
で
開
催
さ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
シ
ョ
ー
等
に
も
山
梨

の
企
業
が
多
数
出
展
し
て
い
ま
す
。
産
地
の
研
磨
職

人
た
ち
は
、
世
界
各
国
か
ら
原
石
を
選
び
集
め
、
そ

れ
ぞ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
る
カ
ッ
ト
を
開
発
す

る
な
ど
、
山
梨
の
貴
宝
石
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
、

切
磋
琢
磨
を
続
け
て
い
ま
す
。
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こ
の
地
域
で
の
竹
工
芸
品
の
は
じ
ま
り
を
示
す
明

確
な
資
料
は
な
い
も
の
の
、
最
も
古
い
記
録
で
は
、

甲
斐
国
志
（
1
8
1
4

年
）
に
「
篠
（
ス
ズ
）
、
富

士
の
北
麓
ニ
叢
生
ス
ル
ヲ
、
本
栖
、
精
進
西
湖
諸
村

ノ
里
人
苅
リ
テ
河
内
領
、
郡
内
領
ニ
担
販
ス
箕
（
ミ
）
、

笊
籬
（
イ
ザ
ル
）
、
魚
籃
（
ビ
ク
）
ヲ
造
ル
具
ナ
リ
」

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
江
戸
後
期
に
は
富
士
山
か
ら

採
れ
る
ス
ズ
竹
を
材
料
と
し
て
笊
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
「
勝
山
村
史
」
に
よ

る
と
主
に
河
口
湖
の
南
岸
・
富
士
山
麓
側
の
地
域
（
勝

山
村
・
船
津
・
小
立
・
大
嵐
・
鳴
沢
）
を
中
心
に
笊

が
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
稲
作

に
適
さ
な
い
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
農
間
の
副
業

と
し
て
笊
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
野
菜
と
と
も

に
笊
を
背
負
っ
て
甲
府
や
富
士
吉
田
方
面
に
出
か
け
、

米
麦
な
ど
の
雑
穀
と
交
換
す
る
こ
と
を
「
コ
メ
ク
ミ
」

「
コ
ク
ク
ミ
」
と
呼
ん
だ
そ
う
で
す
。
大
正
期
に
入
り
、

同
地
域
の
養
蚕
業
の
衰
退
に
と
も
な
っ
て
笊
づ
く
り

が
盛
ん
に
な
り
、
大
正
2
年
（
1
9
1
3

年
）
に
は

勝
山
村
だ
け
で
8
万
個
を
生
産
し
て
い
た
と
い
う
記

録
が
あ
り
ま
す
。
大
正
期
に
は
共
同
販
売
組
織
と
し

て
「
甲
州
笊
生
産
副
業
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
大
正

14
年
（
1
9
2
5

年
）
に
は
全
国
副
業
展
覧
会
に
製

品
を
出
品
し
、
林
産
の
部
で
一
等
賞
を
受
賞
し
た
と

の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
中
に
は
笊
の
製
造
技

術
を
応
用
し
て
、
南
方
の
戦
地
で
使
用
す
る
ヘ
ル
メ
ッ

ト
型
の
防
暑
帽
体
が
軍
用
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和

11
年
頃
か
ら
作
ら
れ
は
じ
め
、
昭
和
16
年
に
は
「
勝

山
村
防
暑
帽
体
製
造
組
合
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
戦

時
中
の
資
料
に
よ
る
と
1
年
に
35
万
個
程
度
の
供
給

力
が
あ
り
、
昭
和
19
年
頃
に
は
勝
山
村
内
の
8
割
以

上
の
家
庭
で
防
暑
帽
体
が
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

終
戦
後
に
は
ふ
た
た
び
笊
づ
く
り
が
復
活
し
、
昭

和
30
年
代
ま
で
次
第
に
笊
の
生
産
が
復
活
し
て
い
き

ま
し
た
が
、
以
降
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ス
テ
ン
レ
ス
の

製
品
が
普
及
し
た
こ
と
で
家
庭
用
品
と
し
て
の
竹
笊

の
需
要
は
大
き
く
低
下
し
、
ま
た
地
域
産
業
の
多
様
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化
や
河
口
湖
が
観
光
地
と
し
て
発
展
し
た
こ
と
に
よ

り
、
副
業
と
し
て
笊
づ
く
り
を
行
う
農
家
も
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

勝
山
村
で
は
昭
和
54
年
に
、
村
お
こ
し
の
一
つ
と
し

て
伝
統
あ
る
笊
づ
く
り
技
術
の
保
存
、
伝
承
を
目
的

と
し
て
「
勝
山
村
甲
州
郡
内
ザ
ル
学
校
」
を
勝
山
村

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
。
地
域
の
高
齢
者
が

担
い
手
と
な
り
、
一
時
衰
え
か
け
た
笊
づ
く
り
が
伝

統
工
芸
と
し
て
復
活
し
、
受
け
継
が
れ
る
基
礎
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
9
年
に
「
富
士
勝
山
ス
ズ
竹
工
芸

セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
変
更
し
、
平
成
10
年
に
は
「
富

士
勝
山
ス
ズ
竹
細
工
」
が
山
梨
県
郷
土
伝
統
工
芸
品

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
15
年
に
は
勝
山
村
が
町

村
合
併
に
よ
り
富
士
河
口
湖
町
の
勝
山
地
区
と
な
り
、

平
成
23
年
か
ら
は
「
富
士
河
口
湖
町
勝
山
ス
ズ
竹
伝

統
工
芸
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
で
、
笊
づ
く
り
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は

主
に
60
代
〜
90
代
の
地
元
の
方
が
工
芸
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
り
、
笊
づ
く
り
の
技
術
継
承
と
製
造
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ス
ズ
切
　
富
士
山
二
合
目
に
自
生
し
て
い
る
ス
ズ

竹
を
切
り
出
す
。

ス
ズ
割
　
ス
ズ
竹
を
4
つ
又
は
6
つ
に
割
る
。

ヘ
ギ
引
き
（
肉
取
り
）
　
割
っ
た
ス
ズ
竹
の
肉
の

部
分
を
ヘ
ギ
引
き
包
丁
を
使
っ
て
削
る
。

ヘ
ゴ
か
け
　
「
ヘ
ゴ
か
け
」
の
穴
に
ヘ
ゴ
を
通
し
、

ヘ
ゴ
の
幅
を
そ
ろ
え
る
。

底
こ
し
ら
え
①　

ヘ
ゴ
を
縦
横
3
本
ず
つ
網
代
に

組
む
。

底
こ
し
ら
え
②
　
底
を
丸
く
す
る
た
め
、
ヘ
ゴ
を

放
射
状
に
モ
ジ
リ
編
み
し
て
広
げ
る
。

シ
ッ
パ
作
り

　
モ
ジ
リ
編
み
し
た
ヘ
ゴ
を
2
本
ず

つ
上
げ
下
げ
し
て
編
ん
で
い
く
。

腰
入
れ
　
底
を
平
ら
に
す
る
と
と
も
に
、
立
ち
上
が

り
を
き
れ
い
に
す
る
。

胴
あ
み
　
縦
へ
ご
を
曲
げ
な
が
ら
腰
を
立
て
て
、
ザ

ル
の
側
面
を
編
む
。

縁
ど
め
　
縦
ヘ
ゴ
を
曲
げ
て
留
め
る
。

縁
巻
き
　
縁
巻
き
ヘ
ゴ
（
新
竹
の
ス
ズ
竹
＝
ノ
ロ
ッ

コ
）
を
使
っ
て
縁
を
巻
い
て
仕
上
げ
る
。
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■産地連絡先

富士河口湖町勝山スズ竹伝統工芸センター

https://www.fujisan.ne.jp/suzutake/

〒 401-0310 山梨県南都留郡富士河口湖町勝山 4029-5

TEL：0555-83-2111　FAX：0555-20-9009

　

こ
の
地
域
で
は
ス
ズ
竹
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
笊
や
籠
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
野

良
仕
事
に
使
う
大
き
い
シ
ョ
イ
カ
ゴ
や
メ
シ
ビ
ツ
、

魚
を
入
れ
る
魚
ビ
ク
等
、
多
様
な
製
品
が
作
ら
れ
て

お
り
、
特
に
米
と
ぎ
笊
や
そ
ば
笊
は
「
甲
州
郡
内
ザ
ル
」

と
し
て
行
商
で
広
ま
り
関
東
を
中
心
に
遠
方
へ
も
広

ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
繊
細
で
し
な
や
か
、
か
つ

丈
夫
と
い
う
特
徴
が
あ
る
ス
ズ
竹
の
笊
は
、
水
切
れ

が
よ
く
、
丁
寧
に
使
え
ば
30
年
で
も
長
持
ち
す
る
と

い
い
ま
す
。

現
在
は
小
ぶ
り
の
米
と
ぎ
笊
や
、
皿
状
で
や
や
縁

が
せ
り
上
が
っ
た
そ
ば
笊
の
注
文
が
多
い
そ
う
で

す
。
製
品
は
、
地
元
の
観
光
施
設
や
道
の
駅
等
で
の

販
売
の
ほ
か
、
注
文
に
よ
る
生
産
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ば
笊
は
、
地
元
の
飲
食
店
等
か
ら
ま
と
め
て

注
文
が
入
る
こ
と
も
あ
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作
業

の
た
め
時
に
は
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
る

ほ
ど
。
笊
以
外
に
も
，
バ
ッ
グ
や
コ
ー
ヒ
ー
ド
リ
ッ

パ
ー
な
ど
、
現
代
の
生
活
に
あ
う
新
し
い
製
品
づ
く

り
に
も
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ズ
竹
工
芸
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
長
・
在
原
建
男
さ
ん
に
よ
る
と
、
現
在

の
不
安
は
ス
ズ
竹
の
素
材
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
気
候
変
動
の
影
響
か
、
富
士

山
の
植
生
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
か
つ
て
の
よ
う

に
笊
づ
く
り
に
適
し
た
ス
ズ
竹
を
豊
富
に
採
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
全
国
的
に
も
竹

細
工
の
材
料
は
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
、
在
原
さ

ん
た
ち
は
、
必
要
な
量
の
み
を
適
時
採
取
す
る
な
ど
，

採
取
地
の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ス
ズ
竹
工
芸
セ
ン
タ
ー
に
は
、
地
元
で
仕
事
を
リ

タ
イ
ア
後
に
竹
細
工
を
習
得
し
た
い
、
と
い
う
方
な

ど
が
参
加
し
、
現
在
は
常
時
10
名
程
度
の
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
っ
て
笊
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
新
し
い
メ
ン
バ
ー
へ
、
日
々
の
制
作
を
通

し
て
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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西暦 和暦・月

1945 年 昭和 20年 終戦　ポツダム宣言受諾

1964 年 昭和 39年 東京オリンピック開催

1974 年 昭和 49年 5月 国「伝統的工芸品産業の振興に関する法律」公布

1976 年 昭和 51年 6月「甲州水晶貴石細工」伝統的工芸品に指定

1987 年 昭和 62年 4月「甲州印伝」伝統的工芸品に指定

1988 年 昭和 63年 やまなし伝統工芸館・開館

1994 年 平成 6年 6月 「山梨県郷土伝統工芸品認定要綱」制定

平成 6年 10月「甲州水晶貴石細工」「甲州印伝」「甲州雨畑硯」

「甲州大石紬織物」「手彫印章・手彫水晶印」

「甲州武者のぼり・鯉のぼり」「西島手漉和紙」

の 7品目が山梨県郷土伝統工芸品に認定

1995 年 平成 7年 1月 「親子だるま」「甲州鬼瓦」

の 2品目が山梨県郷土伝統工芸品に認定

1996 年 平成 8年 9月 「山梨貴宝石」が山梨県郷土伝統工芸品に認定

1998 年 平成 10年 8月「富士勝山スズ竹細工」が山梨県郷土伝統工芸品に認定

2000 年 平成 12年 7月「甲州手彫印章」伝統的工芸品に指定

山梨の郷土伝統工芸品 年表
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